
松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
熊
本
城
（
熊
本
県
熊
本
市
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

熊
本
市
賞
一
句 

 

か
き
ご
お
り
た
べ
る
と
キ
ー
ン
と
な
る
の
か
な 

東
京
都
豊
島
区 

 

小
田 

萌
々
根 

特
選
三
句 

 

秋
高
し
霊
巌
洞
の
薄
化
粧 

鹿
児
島
県
志
布
志
市 
坪
田 

秀
邑 

 

錦
秋
の
水
面
に
ゆ
れ
る
み
づ
あ
か
り 

熊
本
県
熊
本
市 

 
 

山
本 

哲
夫 

 

石
垣
を
見
上
げ
る
先
の
夏
の
雲 

熊
本
県
八
代
市 

 
 

米
村 

彩
美 

 投
句
総
数 

 
 
 
 
  

 
 

五
九 

 
 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
法
隆
寺
周
辺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
） 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

奈
良
・
斑
鳩
町
賞
一
句 

  
 

天
高
し
堂
塔
規
矩
を
正
し
け
り 

大
阪
府
箕
面
市 

 

荻
野 

真
理
子 

特
選
三
句 

 

斑
鳩
の
よ
く
晴
れ
木
の
実
よ
く
落
つ
る 

 
 

 
 

 

奈
良
県
北
葛
城
郡 
 
荻
野 

孝
雄 

 塔
三
つ
巡
り
大
和
の
秋
惜
し
む 

大
阪
府
八
尾
市 

 

奥
村 

八
千
代 

 

夢
殿
を
離
れ
て
高
し
望
の
月 

大
阪
府
豊
中
市 

 
 

小
畑 

晴
子 

 

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

六
〇
〇 

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

漱
石
と
同
じ
秋
の
日
過
し
け
り 

 
 

 
 

 

愛
知
県
知
立
市 

 
 

水
藤 

有
紀 

 

縁
側
で
残
暑
を
し
の
ぐ
漱
石
居 

 
 

 
 

 

愛
知
県
名
古
屋
市 

武
長 
の
ぶ
行 

 

歌
つ
て
る
せ
み
が
み
ん
み
ん
楽
し
そ
う 

 
 
 
 

 

静
岡
県
袋
井
市 

 
 

富
田 

侑
津 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

六
四  

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
子
規
庵
（
東
京
都
台
東
区
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

自
画
像
の
子
規
の
目
力
秋
と
も
し 

 
 

 
 

 

東
京
都
板
橋
区 

 
 

小
山 

陽
子 

 

就
中
鶏
頭
昏
き
子
規
の
庭 

 
 

 
 

 

長
崎
県
島
原
市 
 

 

三
好 
立
夏 

 

縁
側
に
子
規
の
気
配
や
鶉
籠 

 
 
 
 
 

東
京
都
品
川
区 

 
 

森 

婦
記
子 

   
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

一
二
六  

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
記
念
艦
「
三
笠
」（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

一
覧
表
に
モ
ー
ル
ス
信
号
秋
日
濃
し 

 
 

 
 

 

千
葉
県
船
橋
市 

 
 

 

片
山 

郁 

 

露
け
し
や
艦
内
神
社
に
灯
の
と
も
り 

 
 

 
 

 

東
京
都
町
田
市 
 

 

佐
藤 
さ
え 

 

元
帥
と
云
へ
ば
東
郷
菊
薫
る 

 
 
 
 
 

東
京
都
八
王
子
市 

 
 

安
武 

豊 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

八
六  

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 

 



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
広
島
県
呉
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

紅
白
の
ク
レ
ー
ン
林
立
夏
の
雲 

 
 

 
 

 

福
岡
県
福
津
市 

 
 

今
村 

尚
敏 

 

呉
の
旅
君
に
は
吹
か
ぬ
秋
の
風 

 
 

 
 

 

広
島
県
広
島
市 
 

 

橋
本 
鮎
美 

 

い
わ
し
ぐ
も
鎮
も
る
重
さ
呉
の
海 

 
 
 
 
 

神
奈
川
県
鎌
倉
市 

樋
口 

真
智
子 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

八
五  

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
（
東
京
都
新
宿
区
）  

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

交
番
に
早
稲
田
の
マ
ッ
プ
秋
ふ
か
む 

 
 

 
 

東
京
都
北
区 

 
 

 
赤
羽 

暁
雨 

 

天
空
に
斬
り
む
す
ぶ
ご
と
稲
光 

 
 

 
 

東
京
都
新
宿
区 

 
 

大
畑 
雅
敬 

 

猫
塚
に
日
射
し
柔
ら
ぐ
式
部
の
実 

 
 
 
 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

松
岡 

智
枝
子 

   
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

 

五
九  

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
鶴
ヶ
城
（
福
島
県
会
津
若
松
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

名
城
の
瓦
新
た
に
夏
木
立 

 
 

 
 

 

福
島
県
福
島
市 

 
 

佐
藤 

和
子 

 

赤
と
ん
ぼ
後
先
に
な
り
鶴
ヶ
城 

 
 

 
 

 

福
島
県
福
島
市 
 

 

須
田 
君
代 

 

震
災
の
後
の
真
夏
の
お
城
か
な 

 
 
 
 

 

福
島
県
い
わ
き
市 

 
 

永
山 

隆 

   
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

二
三
四  

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 

 



松
山
市
観
光
俳
句
ポ
ス
ト
（
県
外
設
置
） 

 
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
） 

 

「
愛
媛
若
葉
」 

主
宰 

 

高
岡 

周
子 

選 

 

子
規
は
い
く
賞
三
句 

 

靴
音
の
響
く
教
室
秋
深
し 

 
 

 
 

 

愛
知
県
犬
山
市 

 
 

加
藤 

直
子 

 

漱
石
邸
一
間
一
間
の
秋
惜
し
む 

 
 

 
 

 

愛
知
県
春
日
井
市 

 

野
田 
公
雄 

 

か
け
て
ゆ
く
子
が
手
に
に
ぎ
る
木
の
実
か
な 

 
 
 
 

 

愛
知
県
丹
羽
郡 

 
 

星
出 

純
子 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 
 
 
 
  

六
四  

開 

函 

日 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日 


